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明るい選挙推進協議会推進委員・推進員の心得
～活動をしていく上での諸注意～

明るい選挙推進運動の目的は、選挙が公正に行われ、選挙を私たち国民の意見を確かに政治に反映させるものにし、民主主義
の健全な発展を達成することです。
ここでは、明るい選挙推進運動を担う推進委員、推進員のみなさんが活動をしていく上で注意すべき事例について紹介します。

明るい選挙推進運動は、選挙を浄化するためにはじまったひとつの政治教育運動です。
したがって、特定の政党、政策、候補者を支持したり逆にそれらに反対したりする政治活動や選挙運動とははっきり区別され
なければなりません。
次のような例はよく聞かれる質問です。

Q：特定の候補者の選挙運動員をしながら、その選挙の街頭啓発「ザ・イコット」に参加してもよいですか。

A：好ましくありません。明るい選挙推進運動は公平な第三者の立場で行う運動です。特定の候補者のため
の選挙運動をしながら、その選挙時の啓発活動に参加することは差し控えましょう。

Q：某候補は、明るい選挙推進運動の主旨を理解し、これに沿った選挙運動をしている人格者。明るい選挙
推進員を続けながら、このような候補者がいることをこの候補者の推薦人になって知らせたいのですが。

A：明るい選挙推進員としての活動は、公正かつ不偏不党でなければなりません。どんなに高潔な方であっ
ても特定の候補者の推薦人になることは避けましょう。

Q：投票日の午後になって、純粋な立場で「投票に行きましたか」と近所の家を回り、まだ行っていない人
に投票に行くよう言って歩きたいのですが。

A：選挙のとき、個人的に啓発活動を行うことは、現行法上種々の誤解を生む恐れがあります。明るい選挙
推進協議会では選挙時に街頭啓発を実施していますので、推進員はそちらに参加しましょう。
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～「明推協推進員等意識調査」結果の分析（抜粋）～

1．明推協活動を通じて得られたもの

「投票参加意欲の向上」が最も高く（69.1％）、次いで「横浜市政に対する関心が高まった」（59.2％）、「地域の
問題への関心が高まった」（56％）が続いた。また、回答者の約半数が「地域における人間関係が広がった」
（51.1％）、「地域における様々な活動への参加が増えた」（46.6％）と回答した。

2．区の「明推協」活動に対する満足度

各区の「明推協」活動に対する満足度を
尋ねたところ、肯定的な回答（「満足して
いる」「ある程度満足している」）が49.1％
である一方、否定的回答（「満足していな
い」「あまり満足していない」）も41.9％存
在していた。

3．「明推協」の組織に対する要望

「明推協」について、投票率向上等に向けどのような手法が良いと考えているかを尋ねた。

その結果、「幅広い年齢層で推進員等を構成する必要がある」との回答が最も多かった（84.2％）。次いで
「推進員等が明推協の活動について学習を行う場が必要である」（64.7％）、「推進員等同士のコミュニケーシ
ョンを増やす必要がある」（61.1％）、「公募の推進員等を増やす必要がある」（61.1％）、「地区別に組織を分
割し、活動を行う必要がある」（57％）、「未成年や大学生にも推進員等に参加してもらうことが必要」
（56.2％）との回答であった。
全体として、推進員等の年齢構成や選出方法等、構成に関する要望を持つ回答者や、推進員等同士の学
習の場、コミュニケーションの促進、地区別組織による活動の必要性等、組織・関係性に関する要望を持
つ回答者が過半数以上存在することが判明した。

区の「明推協」活動を通じて得られたもの 

横浜市政に対する関心が高まった 

投票参加への意欲が向上した 

地域の問題への関心が高まった 

地域における様々な活動への参加が増えた 

地域における人間関係が広がった 

そう思う ある程度そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答 

20.4 38.8 24.0 8.2 8.6

31.9 37.2 14.7 7.7 8.6

14.3 41.7 24.3 10.0 9.7

12.9 33.7 31.0 12.6 9.8

14.8 36.3 28.9 11.1 8.9

区の「明推協」の活動への満足度 

満足している 

ある程度満足している 

あまり満足していない 

満足していない 

無回答 

44.6%
34.2%

7.7%
9.1% 4.5%

そう思う ある程度そう思う あまりそう思わない そう思わない 無回答 

21.0 35.2 25.4 11.6 6.8

15.2 49.5 20.7 6.3 8.3

7.9 40.7 32.3 9.4 9.7

2.7 12.8 44.5 30.6 9.4

16.6 44.5 24.6 5.8 8.4

16.1 40.9 28.2 6.3 8.5

25.8 35.3 25.2 6.6 7.2

50.0 34.2 7.6 2.65.5

「明推協」の組織に向けた要望 

未成年（中学生・高校生）や大学生にも推進員等に参加してもらうことが必要である 

推進員等が明推協の活動について、学習を行う場が必要である 

活動の企画について、推進員等が自主的に行う必要がある 

推進員等の会費制により、活動を行う必要がある 

推進員等同士のコミュニケーションを増やす必要がある 

地区別に組織を分割し、活動を行う必要がある 

公募の推進員等を増やす必要がある 

幅広い年齢層から推進員等を構成する必要がある 

2.7

2.6
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4．政治・選挙に対する意識

横浜市の有権者に対する調査（『平成19年投票参加状況調査』）と比較すると、今回調査対象者の政治なら
びに選挙の重要性に対する認識が一般有権者より高いことが見て取れる。

5．投票率の低下ならびに棄権に対する意識

横浜市の有権者に対する調査（『平成19年投票参加状況調査』）と比較すると、今回調査対象者の方が、投
票率低下をより危惧し、何らかの対策を講じるべきとしており、また棄権については好ましくないとする
回答が多いことが判明した。

「（ア）政治は、われわれの日常生活とは 
切り離せないものだ」 

同意（計） 

不同意（計） 

無回答 

今回調査 平成19年投票参加状況調査 

92.4
83.4

5.2
10.9

2.4
5.8

「（イ）選挙があるからこそ、 
有権者の声が政治に反映する」 

同意（計） 

不同意（計） 

無回答 

今回調査 平成19年投票参加状況調査 

80.6
56.5

16.6
36.6

2.8
6.9

投票率の低下について 

今回調査 平成19年投票参加状況調査 

無回答 

その他 

特に何も感じない 

投票率が低下してきているとは思わない 

投票率が低下することは問題であるから、何らかの対策を講じるべきだと思う 

自分たちの代表を選ぶ選挙だから好ましくないが、やむを得ないと思う 

投票するかしないかは個人の自由なので、別に構わないと思う 

6.9
2.0
2.1
4.8

0.4
1.3
1.4
1.0

68.1
57.5

15.9
23.7

5.2
9.7

棄権について 

今回調査 平成19年投票参加状況調査 

無回答 

その他 

棄権するかしないかは個人の自由なので、別に構わないと思う 

今の政治を政治家に反省を求めるために、むしろ一人でも多くの有権者が棄権した方がよい 

政治への不信から棄権するのも無理はない 

当選しても公約を守らない政治家がいる等、有権者として無力感を感じないわけではないが、棄権はやはりよくない 

選挙権は、国民に与えられた政治参加の機会であるから、棄権はいけない 

8.6
2.6

0.6
1.7
3.0

8.7
1.5
1.3

10.3
20.1

32.1
37.9

43.9
27.7
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開 催 月

●常時啓発事業

５月

８月

10月

２月

推進委員総会
（第1回）

明るい選挙推進大
会・推進員会議

鶴見川花火大会

中学校生徒音楽会

つるみ臨海フェス
ティバル

推進員スキルアッ
プ講座（予定）

せんきょフォーラ
ム（予定）

21年度の事業報告を行うとともに、
22年度の事業計画を審議した。

第1部に明るい選挙推進大会、第2部
に推進員会議と、2部構成で開催した。
第1部では、推進員委嘱式・大会決議
文の採択等を行った。第2部では、推
進員向けに講演会を開催した。

鶴見川花火大会に協賛し、プログラ
ムに選挙啓発文を掲載することによ
り、明るい選挙推進協議会のPRを行
った。

区内の中学校生徒が参加する音楽会
の会場で、明るい選挙推進協議会の
PRを行うとともに、選挙啓発文を掲
載したプログラムを配布し、将来の
有権者への動機付けを図った。

ブースを出店し、似顔絵コーナーを
開催した。
また、似顔絵の台紙に選挙啓発文を
掲載することにより、明るい選挙推
進協議会のPRを行った。

推進員としてのさらなる意識の向上
及び推進活動を進めていくにあたっ
て、必要と思われる知識等の習得を
図るため、鶴見川流域センターを見
学する。また、見学の感想を踏まえ、
推進員間で協議会活動について意見
交換を行う。

選挙啓発と学習機会の提供を目的と
して、講師を招き、区内中学校で選

事　業　名 事　　業　　内　　容

今
年
度
は
、
推
進
員
の
改
選
の
年
と
な
り
ま
し
た
。
５
月
22
日
に
開
催
し
た

明
る
い
選
挙
推
進
大
会
・
推
進
員
会
議
で
は
、
委
嘱
式
と
今
後
の
活
動
に
向
け

て
の
決
議
文
採
択
を
行
う
こ
と
で
、
推
進
員
と
し
て
の
意
識
向
上
を
図
り
ま
し

た
。
ま
た
、
本
大
会
で
は
講
演
会
を
実
施
し
、
多
く
の
推
進
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
よ
り
自
発
的
な
啓
発
活
動
を

行
え
る
よ
う
、
各
地
区
よ
り
代
表
者
を
選
出
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
６
月
中
旬
か
ら
は
、
参
議
院
選
挙
に
向
け
た
取
組
に
つ
い
て
検
討

を
重
ね
、推
進
員
が
中
心
と
な
っ
て
街
頭
啓
発
の
実
施
計
画
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
７
月
に
は
投
票
日
の
一
週
間
前
か
ら
、
区
内
の
延
べ
32

箇
所
で
、
各
地
区
の
実
状
に
応
じ
た
街
頭
啓
発
を
実
施
し
、
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
関
係
者
244
名
に
加
え
、
地
元
の
学
生
が
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
他
に
も
、「
鶴
見
川
花
火
大
会
」
へ
の
協
賛
、
中
学
校
生
徒
音
楽
会
の

後
援
、
つ
る
み
臨
海
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
て
の
協
議
会
の
Ｐ
Ｒ
、
推
進

委
員
・
推
進
員
あ
て
「
イ
コ
ッ
ト
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ
」
の
発
刊
、
小
・
中
学
校
へ
の

「
投
票
器
材
の
貸
出
」
等
、
様
々
な
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
事
業

も
、
各
団
体
等
よ
り
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
投
票
率
の
向
上
」
と
「
不
正
の
な
い
き
れ
い
な
選
挙
」
の
実
現
の

た
め
、
よ
り
一
層
活
発
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

開 催 月

随時

推進委員総会
（第2回）

イコットNEWS
発行

投票器材の貸出

挙に関する講演会を開催する。また、
講演内容を踏まえ、将来の有権者に
政治参加の動機付けを図るため、模
擬投票を実施する。

22年度の事業報告を行うとともに、
23年度の事業計画作成に向けた審議
を行う。

協議会の機関紙として、実施事業の
広報や選挙結果の報告を中心に掲載、
発行する。

区内の小・中学校に投票器材を貸し
出し、将来の有権者への動機付けを
図る。

事　業　名 事　　業　　内　　容

鶴
　
見
　
区

選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

各地区の推進員が作成した計画を元
に、駅前、スーパー前、商店街など、
延べ32箇所で街頭啓発を実施。
延べ244名の明るい選挙推進協議会関
係者が参加した。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▼明るい選挙推進大会　熱心に耳を傾ける推進員たち

▲つるみ臨海フェスティバルに出店！　今年も大盛況

各区今年度の事業から
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開 催 月

●常時啓発事業

５月

９月～２月

10月

11月

12月、１月

神奈川区明るい選

挙推進協議会委員

会（定例会）の開催

投票器材の貸出

神奈川工業高校文

化祭「選挙啓発ブ

ース」の出展

神奈川中学開催

「職業体験授業」

参加

せんきょフォーラ

ム

平成21年度の事業実績報告及び平成

22年度の事業計画を決定。

区内小中高等学校の生徒会等の選挙

用に選挙器材を貸出（利用時期：10

月～2月、利用校：中学校７校、高等

学校1校）。

模擬投票、啓発パネル等の展示、選

挙に関するクイズの実施、啓発物品

の配布。

模擬投票と開票事務体験授業の実施。

講師に落語家の林家うん平氏をお招

きし、「明るい一票　うれしい未来」

をテーマに講演会を実施。

事　業　名 事　　業　　内　　容

神
奈
川
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現

と
投
票
参
加
の
促
進
を
目
指
し
て
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
ず
、
10
月
に
、
神
奈
川
工
業
高
校
文
化
祭
で
「
選
挙
啓
発
ブ
ー
ス
」
の
出

展
を
行
い
ま
し
た
。
選
挙
に
関
す
る
ク
イ
ズ
の
出
題
、
模
擬
投
票
、
啓
発
パ
ネ

ル
の
展
示
、
啓
発
物
品
の
配
布
を
行
い
、
将
来
の
有
権
者
に
対
す
る
投
票
参
加

の
呼
び
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

次
に
、
11
月
に
は
、
神
奈
川
中
学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
、
模
擬
投
票
と
投

開
票
事
務
の
体
験
授
業
を
行
い
ま
し
た
。
普
段
は
投
票
に
参
加
で
き
な
い
将
来

の
有
権
者
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
に
投
票
参
加
の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

12
月
と
１
月
に
は
、
神
奈
川
中
学
校
お
よ
び
栗
田
谷
中
学
校
の
生
徒
を
対
象

に
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
講
師
を
お
招
き
し
、
選
挙

の
大
切
さ
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
会
を
行
い
、
投
票
参
加
の
呼
び
か
け
を
行
い

ま
し
た
。

そ
の
他
の
若
年
層
に
向
け
た
啓
発
事
業
と
し
て
、
区
内
小
中
学
校
を
対
象
に

生
徒
会
選
挙
の
手
引
き
を
送
付
す
る
と
と
も
に
、
選
挙
器
材
の
貸
出
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

選
挙
時
啓
発
で
は
、
街
頭
啓
発
と
し
て
、
参
院
選
に
お
い
て
、
六
角
橋
商
店

街
、
六
角
橋
交
差
点
で
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
を
行
い
、
区
民
に
対
し
て
投
票
参

加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

今
後
も
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
の
た
め
、
各
種
活
動
に
積
極
的
に
取

組
ん
で
い
き
ま
す
。

神
奈
川
区

開 催 月

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発

「ザ・イコット」

区役所内啓発

自治会町内会を

経由した啓発

六角橋商店街、六角橋交差点の計2か

所で啓発物品を配布。

区役所内に啓発懸垂幕を設置。

区役所内の各職場窓口で啓発物品を

配布。

各自治会町内会の掲示板に啓発ポス

ターを掲示。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲神奈川工業高校文化祭出展ブース

▲神奈川中学校職業体験授業

▼神奈川区せんきょフォーラム
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各区今年度の事業から

開 催 月

●常時啓発事業

６月

10月

平成23年
２月

３月

通年

定例会

西区民まつり

西区明るい選挙推
進大会

機関紙「明推協だ
より」の発行

西区せんきょフォー
ラム

明るい選挙映画会

明るくきれいな選
挙の普及事業

学校の生徒会選挙
等での実践啓発

前年度の事業実績、決算の報告、及
び当該年度の事業計画案、予算案の
審議を行った。

選挙マスコットであるイコットJr.と
の記念撮影や、せんきょクイズを実
施して、選挙のPRを図る。
※今年度は台風の影響で中止となっ
た。

推進委員・推進員の意識高揚並びに
連帯を深めるため開催し、明推協の
活動報告を行う。
また、講演を行い、選挙への参加意
識の向上を図る。

推進委員・推進員への情報提供を目
的とした機関紙を発行する。

将来有権者となる中学生に、模擬選
挙を通じて、一人の有権者として選
挙の意義を認識し、投票に対する意
識を高めてもらうことをねらいとし
て開催する。

大人も子供も楽しめる映画を上映す
ると共に、啓発パネル展や啓発物品
配布を行い、保護者への選挙啓発を
行う。

標語入りの啓発物品を作成し、西区
民まつりや映画会等で配布する。

区内の中学校生徒会選挙に際して、
投票器材を貸出す。

事　業　名 事　　業　　内　　容

西
区
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
と
、
よ
り
一
層
の
投
票
参
加
を

推
進
す
る
た
め
に
、
各
種
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

10
月
の
「
西
区
民
ま
つ
り
」
で
は
、
例
年
お
子
様
に
大
人
気
だ
っ
た
選
挙
マ

ス
コ
ッ
ト
の
イ
コ
ッ
ト
Jr.
と
の
撮
影
会
、
選
挙
ク
イ
ズ
大
会
を
実
施
す
る
予
定

で
し
た
が
、
今
年
度
は
台
風
の
影
響
で
中
止
と
い
う
非
常
に
残
念
な
結
果
と
な

っ
て
し
ま
い
し
た
。
そ
の
分
、
他
の
啓
発
活
動
に
お
い
て
挽
回
で
き
る
よ
う
、

例
年
以
上
に
啓
発
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

若
年
層
向
け
の
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
区
内
中
学
校
の
生
徒
会
選
挙
に
お
い

て
投
票
器
材
の
貸
出
し
を
行
い
、12
月
ま
で
に
３
校
に
貸
出
し
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
に
は
区
内
中
学
校
に
お
い
て
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催

し
、
近
い
将
来
有
権
者
と
な
る
中
学
生
に
、
政
治
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う

た
め
、
選
挙
の
出
前
授
業
と
模
擬
選
挙
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

２
月
に
は
「
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
統
一
地
方
選
挙
で

の
委
員
・
推
進
員
の
意
識
高
揚
並
び
に
連
帯
を
深
め
、
18
区
内
の
投
票
率
１
位

を
目
指
し
て
啓
発
活
動
に
奮
闘
し
ま
す
。

３
月
に
は
、
若
い
フ
ァ
ミ
リ
ー
層
へ
の
選
挙
啓
発
活
動
の
一
環
で
、
子
ど
も

と
一
緒
に
参
加
で
き
る
「
明
る
い
選
挙
映
画
会
」
を
開
催
し
ま
す
。
今
年
は
、

西
区
民
ま
つ
り
で
で
き
な
か
っ
た
、
イ
コ
ッ
ト
Jr.
と
の
撮
影
会
も
行
い
ま
す
。

西
　
　
　
区

選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 「ザ・イコット」 日　時：7月2日（金）～7月4日（日）

場　所：横浜駅前、松原商店街など7
か所

参加者：110人

内　容：プラカード、のぼり旗、ハ
ンドマイク等を使用して、
投票参加を呼びかけた。ま
た、啓発物品（野菜の種、
ポケットティッシュ）を配
布した。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲選挙時啓発（横浜駅西口前にて）

▲啓発物品（野菜の種）
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開 催 月

●常時啓発事業

６月

７月

９月

10月

12月

「tvk秋じゃないけど
収穫祭」へのブース
出展

高校文化祭への参加

せんきょフォーラム

中区民まつりハロー
よこはまへのブース
出展

せんきょフォーラム

テレビ神奈川（tvk）主催の「神奈川の地
産地消」応援を目的で2007年にスタート
したイベントです。6月5日に約12万人が
来場した会場で「マスコット人気投票 in
収穫祭」と題して、中区や横浜市、明推
協の人気マスコットキャラクターの模擬
投票を行い、約400人の方に参加してい
ただきました。

7月3日に開催された横浜市立みなと総合
高等学校「2010年みなと総祭」にブース
を出展しました。選挙に関するパネルを
掲示したコーナーで模擬投票を行いまし
た。参加してくれた生徒さんには明推協
マスコットキャラクター「めいすいくん」
との記念撮影コーナーも設け、大盛況に
終わりました。

9月28日に横浜市立本牧中学校の生徒会
選挙に伺い、選挙啓発活動として出前授
業を実施しました。「選ぶことの大切さ」
をテーマに「選ぶこと」＝「投票」の重
要性と意義について、生徒会選挙という
機会に併せて生徒たちに講演を行いまし
た。

10月11日に日本大通で開催されました。
「マスコット選挙！！inハローよこはま
2010」と題して、中区や横浜市、明推協
のマスコットキャラクターに加え、横浜
市の外郭団体や民間企業、プロスポーツ
チームのイメージキャラクターの模擬投
票を行い、約800人の方に参加していた
だきました。

12月24日に横浜市立みなと総合高校の生
徒会選挙に伺い、選挙啓発活動として出
前授業を実施しました。講師を元国際選

事　業　名 事　　業　　内　　容 開 催 月

通年

年間

イコット通信発行

作文コンクール

投票機材貸出

挙監視要員の倉石裕子先生にお願いし、
海外での活動を通して、直接目にした各
国の実情を選挙時のスライドを使って紹
介していただきました。

明るい選挙推進員への情報提供及び推進
員の選挙啓発意識向上を目的とした機関
紙を、年間3回発行しています。

次代の有権者である小中学生を対象に、
選挙や政治・社会について関心を持って
もらうことを目的として、作文コンクー
ルを実施しました。今年度で30回目とな
る本事業は、477通の応募がありました。

区内企業・事業所・学校等へ実際使用す
る投票機材の貸出をする等で、投票を身
近に感じてもらいます。

事　業　名 事　　業　　内　　容

中
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
幅
広
い
世
代
の
選
挙
参
加
を
常
に
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
今
年
度
は
特
に
若
年
層
へ
の
働
き
か
け
を
重
視
し
た
啓
発
活

動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

市
内
で
も
有
数
の
観
光
名
所
を
も
つ
中
区
で
は
、
今
年
も
大
規
模
イ
ベ
ン
ト

が
多
く
開
催
さ
れ
、
中
区
明
推
協
は
日
本
大
通
で
６
月
に
開
催
さ
れ
た
、「
ｔ

ｖ
ｋ
秋
じ
ゃ
な
い
け
ど
収
穫
祭
」
や
10
月
開
催
の
「
中
区
民
ま
つ
り
ハ
ロ
ー
よ

こ
は
ま
」
と
い
っ
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
多
く
の
参
加
者
に
選
挙
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
、触
れ
て
も
ら
う
機
会
を
設
け
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

ま
た
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
中
区
在
学
の
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
本
年

度
で
30
回
目
を
迎
え
る
「
明
る
い
選
挙
推
進
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
」
を
実
施
し
ま

し
た
。
今
年
の
応
募
数
は
、
477
通
と
な
り
、
入
賞
者
は
広
報
よ
こ
は
ま
・
な
か

区
版
な
ど
で
発
表
し
、
優
秀
作
品
は
中
区
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

そ
の
他
常
時
啓
発
に
つ
い
て
も
、
中
学
校
の
出
前
講
座
や
高
校
文
化
祭
へ
の

参
加
な
ど
、
更
な
る
事
業
内
容
の
充
実
化
を
図
り
ま
し
た
。

中
　
　
　
区

▲中学校生徒会選挙での様子

選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 今回の選挙啓発は本牧地区と伊勢佐木地
区で、午前午後の二部に分けて街頭での
選挙時啓発用ティッシュの配布、投票へ
の呼びかけを行いました。当日は、選挙
管理委員、推進委員及び推進員約80名が
参加しました。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▼中区民まつりハローよこはまでの様子
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各区今年度の事業から

南
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
南
区
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
、

「
き
れ
い
な
選
挙
」「
積
極
的
な
投
票
参
加
」
の
実
現
を
目
指
し
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
毎
年
、
南
区
の
夏
の
風
物
詩
で
あ
る
「
南
ま
つ
り
」
に
お
い
て
、
選

挙
ブ
ー
ス
を
出
展
し
、
ク
イ
ズ
コ
ー
ナ
ー
を
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
「
ボ
イ

ス
・
オ
ブ
・
ユ
ー
ス（
青
年
の
主
張
）」、「
南
区
文
化
祭
」、
南
区
の
春
の
一
大

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
「
桜
ま
つ
り
」
に
も
協
賛
し
て
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ

ー
等
に
啓
発
標
語
な
ど
を
掲
載
し
、
小
学
生
か
ら
有
権
者
の
方
ま
で
幅
広
く
呼

び
か
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
会
堂
を
利
用
し
た
事
業
と
し
て
、
８
月
に
「
南
区
明
る
い
選
挙
映
画
会
」

を
開
催
し
て
お
り
、
ア
ニ
メ
映
画
を
上
映
し
、
会
場
に
は
選
挙
で
実
際
に
使
用

さ
れ
る
投
票
箱
や
記
載
台
を
設
置
し
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
明

推
協
だ
よ
り
も
年
３
回
発
行
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
中
学
校
の
生
徒
会
選
挙
が
実
施
さ
れ
る
際
に
、
選
挙
器
材
の
貸
し

出
し
を
行
い
、
実
際
に
行
わ
れ
る
選
挙
に
近
い
生
徒
会
選
挙
を
中
学
生
に
体
験

し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
、
南
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

「
ま
ね
っ
き
ー
」
が
掲
載
さ
れ
た
ポ
ケ
ッ
ト
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
、
配
布
し
て

い
ま
す
。

２
月
に
は
南
区
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
南
区
明
る

い
選
挙
推
進
大
会
で
は
、
推
進
員
の
皆
さ
ん
が
一
同
に
集
い
、「
き
れ
い
な
選

挙
」「
積
極
的
な
投
票
参
加
」
の
実
現
へ
む
け
た
啓
発
活
動
を
展
開
す
る
こ
と

を
確
認
す
る
契
機
と
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
同
じ
く
２
月
に
実
施
す
る
選
挙
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
高
校
生
、
中
学

生
、
明
る
い
選
挙
推
進
員
の
方
を
対
象
に
啓
発
講
演
会
を
行
う
予
定
で
す
。

南
　
　
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

６月、10月、
２月

７月

８月

10月、11月

12月

２月

３月

年間

明推協だより

南まつり

明るい選挙映画会

ボイス・オブ・ユ
ース南区文化祭

“まねっきー”クリー
ン選挙PR事業

明るい選挙推進大
会

せんきょフォーラム

桜まつり

選挙器材貸出

明推協の事業内容や活動報告を機関
誌にまとめ、推進委員及び推進員な
どに年3回発行。

選挙ブースを出展、啓発パネルから
答えを導く選挙クイズを実施し、正
解者に啓発物品を贈呈。

若年層啓発を目的に、親子映画会を
開催。
「アイス・エイジ3（ティラノのおと
しもの）」上映。

南区恒例の文化行事に協賛し、配布
物に啓発標語等を掲載。

当協議会のマスコット“まねっきー”
と標語入りのポケットカレンダーを
作成し、広く区民にきれいな選挙と
積極的な投票参加を呼びかける。

明るい選挙の実現のため、推進委
員・推進員が一同に会し、大会を開
催。

高校生、中学生、明るい選挙推進員
の方を対象として、講演会を実施。

周知用チラシやポスターなどに啓発
標語等を掲載し、協議会の名入り
“ぼんぼり”を会場の大岡川沿いなど
に掲げる。

未来の有権者の選挙への関心を高め
るため、生徒会選挙等へ器材を貸出
している。

事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

真夏の商店街での啓発活動。啓発用
ポケットティッシュを配布した。
実施日：平成22年7月4日

午後1時から4時まで
場　所：弘明寺商店街および横浜橋

通商店街
参加者：約80名

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲映画会の様子

▲南まつりの様子
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港
南
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
本
年
度
も
「
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙

の
実
現
」
と
「
区
民
の
積
極
的
な
投
票
参
加
の
促
進
」
を
図
る
た
め
、
各
種
啓

発
事
業
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

昨
年
７
月
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院
選
挙
の
選
挙
時
啓
発
で
は
、
新
た
に
区
内

の
地
区
セ
ン
タ
ー
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
・
ケ
ア
プ
ラ
ザ
な
ど
に
啓
発
用
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
設
置
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
施
設
を
利
用
す
る
幅
広
い
年

齢
層
へ
の
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
事
業
で
は
今
年
度
か
ら
、
小
学
６
年
生

向
け
に
、
模
擬
投
票
を
と
お
し
選
挙
を
楽
し
み
な
が
ら
分
か
り
や
す
く
学
習
で

き
る
出
前
授
業
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
他
に
も
、
年
間
を
通
じ
て
、
学
校
の
生
徒
会
選
挙
に
投
票
器
材
の
貸
出

し
を
行
な
う
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
お
り
、
港
南
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議

会
は
、
今
後
も
更
な
る
内
容
の
充
実
を
目
指
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま
す
。

港
　
南
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

５月

１月

通年

定例委員会

せんきょフォーラム

明るい選挙推進大
会

啓発普及事業

明推協だよりの発
行

投票器材の貸し出
し

平成21年度の事業報告・決算及び平
成22年度の事業計画・予算の審議を
行いました。

次代の有権者である小学生を対象に、
模擬投票をとおして選挙に理解・関
心を深めてもらうため、出前授業を
行いました。

明るくきれいな選挙の実現と投票参
加の促進を確認し、今後の協議会活
動の結束と推進委員及び推進員の意
識向上を図るため、式典及び講演会
を開催します。

イベントの参加者向けに、啓発物品
を配布し啓発を行います。

推進委員及び推進員への情報提供を
目的に、機関紙「明推協だより」を
発行しています。（年2～3回）

区内学校の生徒会選挙の際に、投票
器材を貸し出し、選挙の雰囲気を体
験してもらい、若い世代に選挙をよ
り身近に感じてもらう取り組みを行
っています。

事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 啓発物品設置によ
る啓発

電光掲示板による
啓発

公用車による選挙
PR

幅広い年齢層が利用する区内の地区
センター・コミュニティハウス・ケ
アプラザなどに啓発物品のポケット
ティッシュを設置し、投票を呼びか
ける啓発活動を行いました。

戸籍課の電光掲示板及び庁舎内自動
販売機の電光掲示板を利用して、期
日前投票と投票日の周知を行いまし
た。

通常業務で使用する車両に、投票日
を周知するシールを貼り、あわせて
選挙PRテープを走行中に放送して、
広く有権者に呼びかけを行いました。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▼定例委員会の風景

▲選挙時啓発の際、地区センター
などに設置した啓発物品
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各区今年度の事業から

こ
ん
に
ち
は
、
保
土
ケ
谷
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
す
。

今
年
度
の
常
時
啓
発
事
業
と
し
て
、
10
月
16
日
に
「
ほ
ど
が
や
区
民
ま
つ
り
」

に
お
い
て
、
子
ど
も
達
と
そ
の
親
に
向
け
て
ミ
ニ
・
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
。
イ

コ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
も
登
場
し
て
ほ
ど
が
や
オ
リ
ジ
ナ
ル
啓
発
グ
ッ
ズ
「
イ
コ
ッ
ト

ち
ゃ
ん
お
面
」
等
啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
、
来
春
の
統
一
地
方
選
挙
へ
の
参
加

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

11
月
27
日
に
は
、
保
土
ケ
谷
公
会
堂
に
お
い
て
区
内
中
高
生
を
対
象
と
し
た

「
ほ
ど
が
や
バ
ン
ド
・
バ
ト
ル
」
を
保
土
ケ
谷
区
青
少
年
指
導
員
協
議
会
と
開

催
し
ま
し
た
。

優
勝
者
の
決
定
を
実
際
の
選
挙
と
同
じ
投
票
箱
・
投
票
用
紙
を
使
っ
て
、
選

挙
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
い
ま
し
た
。

12
月
14
日
の
「
保
土
ケ
谷
区
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
」
で
は
、
推
進
委
員
・

推
進
員
の
意
識
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、
相
互
の
連
携
を
深
め
ま
し
た
。
講
師

に
は
落
語
家
の
林
家
う
ん
平
さ
ん
を
招
き
、
笑
い
の
中
に
も
真
に
役
立
つ
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
巧
み
に
盛
り
込
ん
だ
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

２
月
の
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
で
は
、
区
内
の
中
学
校
へ
出
向
き
将
来

の
有
権
者
と
な
る
若
者
を
対
象
に
コ
ン
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
実
施
し
て
、

選
挙
に
対
す
る
関
心
を
高
め
ま
す
。

そ
の
他
に
年
間
を
通
し
て
中
学
校
等
に
投
票
器
材
を
貸
し
出
し
、
投
票
行
為

に
親
し
ん
で
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
「
明
る
い
選
挙
と
投
票
参
加
」「
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
」
を
目
指

し
て
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

保
土
ケ
谷
区

開 催 月

●常時啓発事業

10月

11月

12月

２月

年間

年３回

区民まつりへの参
加

ほどがやバンド・
バトルの共催

明るい選挙推進大
会

せんきょフォーラ
ム

選挙クイズ大会

選挙用器材の貸し
出し

「明推協だより」
発行

子育て世代の若い有権者に向けて、
ミニ・コンサートを開催し来春の統
一地方選の投票を呼びかけました。

区内の中･高生バンドによる演奏を競
う催しを、保土ケ谷区青少年指導員
協議会と共催しました。

明るい選挙推進に向けて、推進委
員・推進員の意識高揚を図りつつ、
連携を深めました。

将来の有権者となる若者を対象とし、
区内の中学校へ出向き、生徒達の選
挙への関心を高めます。

保土ケ谷区明るい選挙推進協議会の
イベント開催時に選挙クイズ大会を
実施して、有権者に明るい選挙と投
票参加を呼びかけます。

区内中高校の生徒会等の選挙に器材
を貸し出し、投票行為に親しんでも
らいます。

推進委員・推進員の機関紙を発行し
ます。

事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

保土ケ谷駅等で乗降客、買い物客に
啓発ティッシュを配布しながら投票
参加を呼びかけました。
日時：平成22年7月5日（月）
場所：保土ケ谷・西谷・和田町・

天王町駅頭
参加人数：108人

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲ほどがやバンド・バトル

▼「区民まつり」でのミニ・コンサート

▲ほどがやオリジナル「イコットちゃんお面」

▼参議院通常選挙街頭啓発
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旭
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
今
年
も
「
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の

実
現
」
と
「
区
民
の
投
票
参
加
の
促
進
」
を
図
る
た
め
、
各
種
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

七
月
に
は
恒
例
の
竹
製
啓
発
う
ち
わ
を
作
製
し
、
参
議
院
選
挙
の
街
頭
啓
発

や
区
内
で
開
催
さ
れ
た
「
道
の
日
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
で
配
布
し
た
ほ
か
、
地
域

の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
配
布
し
ま
し
た
。

十
月
は
、「
旭
区
ふ
れ
あ
い
区
民
ま
つ
り
」
に
参
加
し
、
選
挙
啓
発
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
を
P
R
し
ま
し
た
。
十
二
月
に
は
「
旭

区
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
・
研
修
会
」
を
開
催
し
、
推
進
員
相
互
の
交
流
を
図

り
ま
し
た
。

二
月
に
は
「
旭
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
実
施
し
、
未
来
の
有
権
者
で
あ

る
小
学
生
を
対
象
と
し
た
模
擬
投
票
を
行
う
予
定
で
す
。

選
挙
時
啓
発
と
し
て
は
、
区
内
相
鉄
線
２
駅
周
辺
に
お
い
て
「
ザ
・
イ
コ
ッ

ト
」
を
実
施
し
、
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
な
が
ら
ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
な
ど

の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

「
企
画
検
討
委
員
会
」
で
は
、
啓
発
事

業
に
つ
い
て
企
画
・
検
討
し
、
イ
ベ
ン

ト
で
は
中
心
と
な
っ
て
運
営
し
て
い
ま

す
。
他
に
も
、
年
間
を
通
し
て
、
学
校

等
に
投
票
器
材
や
選
挙
運
動
物
品
の
貸

出
を
行
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
啓
発
事

業
を
通
じ
て
、
今
後
も
明
る
く
き
れ
い

な
選
挙
の
実
現
に
向
け
て
活
動
し
て
い

き
ま
す
。 旭

　
　
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

７月～

８月

10月

12月

平成23年
１月～２月

年間

啓発うちわの配布

道の日キャンペー
ンへの参加

旭区ふれあい区民
まつり

明るい選挙推進大
会

旭せんきょフォー
ラム

企画検討委員会

生徒会選挙物品及
び投票器材の貸出

選挙マスコットキャラクターを掲載し
た竹製うちわを作製。選挙時啓発や、
各自治会町内会等にも配布し、選挙啓
発を行った。

旭土木事務所主催のキャンペーンに推
進員が中心となり参加し、選挙への投
票参加の呼びかけを図った。

パネル展、アンケート、模擬投票等の
選挙啓発コーナーを出店した。

推進員の意識向上と推進態勢の充実を
図るため、事業説明等を行い、講演会
を開催した。
場　所：旭公会堂講堂
参加者：約150名
講演テーマ：「明るい一票　うれしい

未来」
講　師：三遊亭　多歌介氏（落語家）

未来の有権者である小学生を対象とし
て、身近な話題をテーマにした模擬投
票を行い、選挙に対する理解・関心を
深める。3校実施予定。

明推協事業の実施について、運営方法
や新たな啓発活動について企画・検討
し、各イベントにおいては中心となり
運営を行う。

区内の各学校等に対し、選挙運動用の
ぼり旗・腕章等の選挙物品及び投票
箱・記載台の貸出を行う。

事　業　名 事　　業　　内　　容

選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

各地区の推進員及び選挙管理委員会
が、啓発物品を配布しながら投票参
加を呼びかけた。
実施日：7月5日（月）
場　所：相鉄鶴ケ峰駅、二俣川駅
参加者：約35名

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲H22年度竹製啓発うちわ

▼旭ふれあい区民まつりの様子

▲参院選街頭啓発「ザ・イコット」

開 催 月

年３回 イコット通信 推進委員・推進員への情報提供・交流
の場を目的とした機関紙「イコット通
信」を発行する。年3回。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲道の日キャンペーンでの啓発活動

▲旭区明るい選挙推進大会・
講演会
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各区今年度の事業から

磯
子
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
と

投
票
率
の
向
上
を
目
指
し
、
各
種
啓
発
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

常
時
啓
発
で
は
、
若
年
層
に
向
け
た
啓
発
事
業
と
し
て
、
将
来
の
有
権
者
で

あ
る
小
・
中
・
高
校
生
を
対
象
に
「
磯
子
区
を
元
気
に
す
る
標
語
・
選
挙
標
語

募
集
事
業
」
を
実
施
し
、
応
募
作
品
の
展
示
会
を
磯
子
区
総
合
庁
舎
１
階
区
民

ホ
ー
ル
で
行
っ
た
ほ
か
、
受
賞
作
品
の
表
彰
及
び
作
品
を
活
用
し
た
啓
発
物
品

の
作
製
を
行
い
ま
し
た
。

７
月
11
日
執
行
の
第
22
回
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、
Ｊ
Ｒ
根
岸
駅
・
新

杉
田
駅
に
お
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
る
街
頭
啓
発
を
、
25
名

の
推
進
員
に
よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
月
26
日
に
は
、
磯
子
ま
つ
り
月
間
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
、啓
発
物
品
を
配
布
し
な
が
ら
明
る
い
選
挙
の
推
進
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

本
年
１
月
28
日
に
は
、
推
進
員
の
意
識
高
揚
と
市
民
へ
の
明
る
い
選
挙
の
さ

ら
な
る
周
知
を
図
る
た
め
「
明
る
い
選
挙
講
演
会
」
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

こ
の
ほ
か
、
３
月
に
は
、
若
年
層
の
投
票
率
向
上
を
図
る
た
め
、
未
来
の
有

権
者
で
あ
る
区
内
の
中
学
生
を
対
象
に
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
す

る
予
定
で
す
。

磯
　
子
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

７～１月

９月

平成23年
１月

３月

通年

通年

磯子区を元気にす
る標語・選挙標語
募集事業

磯子まつり月間オ
ープニングイベント

明るい選挙講演会

せんきょフォーラム

生徒会選挙支援事
業

明推協だよりの発
行

小・中・高校生を対象に「磯子区を
元気にする標語・選挙標語」を募集。
すべての応募作品を磯子区総合庁舎
1階区民ホールにて展示するととも
に、受賞作品を選定し表彰を行うほ
か、作品を活用して啓発物品を作製
する。

啓発物品を配布しながら、明るい選
挙の周知活動を行った。
・会場　磯子区総合庁舎

推進員の意識高揚と市民への明るい
選挙のさらなる周知を図るため講演
会を開催。
・日時　平成23年1月28日（金）

午後2時から
・会場　磯子公会堂
・講師　橋本　五郎氏

（読売新聞特別編集委員）

若年層の投票率向上を図るため、未
来の有権者である区内の中学生を対
象に開催。
・会場　根岸中学校

区内の学校で行われる生徒会選挙に
際し、候補者用たすき、選挙管理委
員会腕章などの選挙運動用物品や投
票箱、記載台などの投票器材の貸出
しを行う。

推進委員・推進員の機関紙を発行。
年3回

事　業　名 事　　業　　内　　容

●選挙時啓発事業

▲磯子まつり月間オープニングイベントにて

▲選挙時啓発「ザ・イコット」新杉田駅にて

選 挙 名

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

JR根岸駅・新杉田駅の2駅において、
投票参加を呼びかける街頭啓発を行
った。

実施日：平成22年7月7日（水）
場　所：JR根岸駅・新杉田駅
参加者：25名

事　業　名 事　　業　　内　　容
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金
沢
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、「
若
い
世

代
に
選
挙
に
つ
い
て
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
」
を
主
な
目
的
と
し
て
各

種
啓
発
事
業
を
企
画
・
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
の
継
続
及
び
発
展
に
重
点
を
置
い
て
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、
選
挙
啓
発
ア
ニ
メ
「
う
る
ま
で
る
び
の

Ｇ
Ｏ
！
Ｇ
Ｏ
！
選
挙
」
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
貸
出
し
事
業
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
こ
の
作
品

は
前
年
度
に
実
施
し
た
「
明
る
い
選
挙
親
子
映
画
会
」
で
本
編
作
品
前
に
上
映

し
た
も
の
で
、
来
場
し
た
子
供
達
に
大
人
気
だ
っ
た
た
め
、
今
年
度
か
ら
選
挙

器
材
貸
出
し
の
一
環
と
し
て
事
業
に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
内
容
と
し
て
は
、
区

内
小
中
学
校
の
授
業
に
お
い
て
本
作
品
を
活
用
し
、
政
治
や
選
挙
に
つ
い
て
学

ん
で
い
た
だ
く
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
教
育
委
員
会
事
務
局
主
催
で
行
わ
れ
た
「
子
ど
も
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー

２
０
１
０
」
の
「
選
挙
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
グ
ラ
ン
プ
リ
」
で
、
金
沢
区
の
選
挙
マ

ス
コ
ッ
ト
「
い
こ
あ
ら
」
が
人
気
投
票
で
第
１
位
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
さ
ら

な
る
P
R
の
た
め
、
今
年
度
も
デ
ザ
イ
ン
を
変
え
「
い
こ
あ
ら
」
を
印
刷
し
た

ウ
ェ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
作
成
し
、
10
月
に
実
施
さ
れ
た
「
金
沢
区
い
き
い
き

フ
ェ
ス
タ
」
の
会
場
で
配
布
し
、
加
え
て
、
現
在
「
横
浜
ベ
イ
サ
イ
ド
マ
リ
ー

ナ
」
で
も
配
布
し
て
い
ま
す
。

こ
の
他
に
も
区
内
中
学
校
に
お
い
て
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
な
ど
を
実

施
す
る
予
定
で
す
。
金
沢
区
は
今
後
も
よ
り
積
極
的
に
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

金
　
沢
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

４月

５月

10月

１月～２月

２月

年間

企画検討会

定例会

区民まつり（いき
いきフェスタ）参加

明るい選挙クイズ

せんきょフォーラム

明るい選挙推進研
修会

明推協にゅうす

選挙器材貸出し

事業活発化を図るため、事務局と当
協議会推進員との間で平成21年度事
業の振り返り、平成22度事業の企画
検討を行いました。

平成21年度事業結果及び決算の報告
と平成22年度事業計画及び予算案に
ついて審議を行いました。

区民まつりに参加し、来場者に啓発
物品の配布を行いました。

「広報よこはま」金沢区版に選挙に関
するクイズを掲載し、正解者に抽選
で記念品を贈呈します。

将来の有権者である中学生を対象に
講演会を開催します。
場所：横浜市立西金沢中学校
講師：倉石　裕子（国際選挙監視要

員）

当協議会推進員の政治意識向上のた
めに講演会及び討論会を開催します。
場所：横浜市立大学
講師：上村　雄彦（横浜市立大学国

際総合科学部准教授）

推進委員・推進員の機関紙を発行し
ています。
（年4回：6月・7月・1月・2月）
・年度事業計画及び結果の報告
・各種事業の案内
・選挙結果の報告　等　

区内学校で行われる、生徒会役員選

事　業　名 事　　業　　内　　容

選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

推進委員・推進員及び事務局が啓発
物品を配布しながら投票日の周知、
投票参加の呼びかけを行いました。

実施日：平成22年6月29日（火）
場　所：京急電鉄「金沢文庫」駅構

内及び駅周辺
参加者：21名

事　業　名 事　　業　　内　　容

開 催 月

横浜ベイサイドマ
リーナへの啓発物
品設置

挙等に実際の選挙器材を貸出してい
ます。平成22年度から選挙啓発アニ
メのDVDも貸出しています。

青年有権者層が集まる横浜ベイサイ
ドマリーナに啓発物品（選挙マスコ
ット「いこあら」入りウェットティ
ッシュ）を設置しています。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▼街頭啓発「ザ・イコット」の様子

▲区民まつり「いきいきフェスタ」の様子
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各区今年度の事業から

港
北
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
（
明
推
協
）
で
は
、
区
民
の
方
々
の
よ
り

一
層
の
選
挙
・
政
治
意
識
の
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
様
々
な
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。

本
年
、
６
〜
７
月
に
は
、
参
議
院
議
員
選
挙
に
む
け
た
選
挙
時
啓
発
を
実
施

し
、
区
内
各
所
に
お
い
て
投
票
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

ま
た
、
10
月
に
は
「
港
北
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
に
今
年
も
推
進
員
の
皆
様
と

共
に
出
店
し
、
選
挙
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
年
は
ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
を
選
挙
に
関
す
る
意
識
調
査
と
『
期
日

前
投
票
制
度
』
の
周
知
に
重
点
を
置
い
た
も
の
に
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
学
校
と
の
連
携
事
業
の
一
つ
と
し
て
投
票
器
材
の
貸
出
し
を
今
年

も
実
施
し
ま
し
た
。
実
際
に
選
挙
で
使
わ
れ
る
記
載
台
・
投
票
箱
を
学
校
で
の

生
徒
会
選
挙
の
た
め
に
貸
し
出
す
こ
と
で
、
生
徒
に
選
挙
の
雰
囲
気
を
味
わ
っ

て
も
ら
い
、
投
票
へ
の
関
心
を
高
め
ま
し
た
。

今
年
度
は
年
度
後
半
に
多
く
の
事
業
を
予
定
し
て
お
り
、
１
月
に
は
年
１
度

の
推
進
大
会
と
そ
れ
に
伴
う
記
念
講
演
会
を
、
２
月
に
は
親
子
映
画
会
、
中
学

生
を
対
象
に
し
た
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
そ
の
後
に
は
統
一
地
方
選
挙
に
向

け
た
地
区
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
、
選
挙
時
啓
発
な
ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

今
後
も
協
議
会
の
推
進
委
員
、
推
進
員
の
皆
様
と
の
連
携
を
図
り
推
進
活
動

の
よ
り
良
い
あ
り
方
を
考
え
事
業
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

港
　
北
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

５月

10月

１月

２月

２月

５月～２月

港北区明るい選挙
推進協議会及び地
区代表会議

港北ふれあいまつり

港北区明るい選挙
推進大会および記
念講演会

港北区明るい選挙
親子映画会

せんきょフォーラム

企画検討委員会

推進委員が参加し、平成21年度の港
北区明るい選挙推進協議会の事業報
告及び平成22年度の事業計画を審議
するため開催しました。地区代表会
議においては、ふれあいまつり、地
区ブロック別研修、明るい選挙親子
映画会などの明推協事業内容につい
て検討を行いました。また、選挙時
啓発の協力も呼びかけました。

選挙に関するアンケートに回答する
ことで、ゲームに参加できるブース
を出店しました。アンケートに選挙
に関する知識を載せ、来場者に選挙
啓発を行いました。

推進員が一堂に会し、きれいな選挙
と投票への総参加の実現を目指した
推進運動を引き続き展開していくこ
とを確認すると共に記念講演会で政
治に関する講演を行います。

子どもに人気の映画を上映し、子ど
もとその家族を対象に選挙啓発と明
推協のPRを行います。

若年層の選挙への意識を高めるため、
区内の中学校に講師を招き、講義し
ていただく｢出前｣形態のフォーラム
事業を実施します。

明るい選挙推進運動事業の企画につ
いて、推進員の代表の方々による検
討会議を行います。

事　業　名 事　　業　　内　　容

選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

港北区内の連合町内会の区域ごとに
駅前や商店街等を拠点に啓発物品を
配布しながら投票参加の呼びかけを
行いました。
参加人数：約180人

事　業　名 事　　業　　内　　容

開 催 月

９月～12月

２月～３月

年４回

投票器材貸出し事
業

地区ブロック研修

港北区イコット通
信

中学校・高等学校の生徒会選挙の際
に記載台、投票箱などの器材を貸出
し、選挙の雰囲気を体験してもらう
こととします。

政治・選挙や各地区における啓発活
動についての意見交換を地区ごとに
開催します。また今年度は統一地方
選挙に向けてのテーマなどを提供し、
選挙啓発に対しての意識を高めるこ
とも目的の1つにしています。

明推協の機関誌として年4回発行し、
推進員への啓発を図るとともに事業
の紹介、報告等を行います。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲港北ふれあいまつりでの明推協ブース

街頭啓発『ザ・イコット」の様子�
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緑
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
と
投

票
参
加
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
若
年
層
に
対
す
る

啓
発
を
含
め
、
様
々
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

選
挙
時
の
啓
発
に
あ
た
っ
て
は
、
推
進
委
員
・
推
進
員
・
選
挙
管
理
委
員
等

の
協
力
に
よ
り
、
中
山
駅
、
鴨
居
駅
、
長
津
田
駅
、
十
日
市
場
駅
の
四
駅
に
お

い
て
、
駅
頭
啓
発
活
動
「
ザ
・
イ
コ
ッ
ト
」
を
実
施
し
、
投
票
参
加
を
呼
び
か

け
ま
し
た
。

十
月
に
実
施
さ
れ
た
「
緑
区
民
ま
つ
り
」
で
は
、
動
物
人
気
投
票
を
行
い
ま

し
た
。
実
際
の
選
挙
で
使
用
す
る
投
票
箱
を
用
い
て
子
ど
も
た
ち
に
投
票
の
擬

似
体
験
を
し
て
も
ら
う
と
同
時
に
、
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
活
動
を
区
民

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

十
二
月
に
開
催
し
た
「
子
ど
も
映
画
会
」
で
は
、
映
画
上
映
の
ほ
か
、
模
擬

投
票
や
選
挙
ク
イ
ズ
を
行
い
、
家
族
で
楽
し
み
な
が
ら
選
挙
に
つ
い
て
学
ぶ
機

会
を
も
ち
ま
し
た
。
模
擬
投
票
で
は
、
区
民
ま
つ
り
の
投
票
結
果
を
反
映
さ
せ
、

人
気
No.3
以
内
の
動
物
た
ち
が
「
簡
単
に
出
来
る
良
い
こ
と
」
を
提
案
し
、
有

権
者
で
あ
る
参
加
者
に
投
票
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
投
票
所
も
本
番
さ
な
が
ら

の
レ
イ
ア
ウ
ト
に
し
、
ゆ
っ
く
り
と
投
票
す
る
時
間
を
作
っ
た
た
め
、
選
挙
公

報
の
内
容
を
よ
く
読
ん
で
投
票
し
て
も
ら
う
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
選

挙
ク
イ
ズ
で
は
、
来
年
度
の
統
一
地
方
選
挙
や
、
明
推
協
に
関
す
る
問
題
を
出

し
、
解
説
で
は
啓
発
と
明
推
協
の
Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
や
「
緑
区

明
る
い
選
挙
推
進
研
修
会
」
の
開
催
、
イ
コ
ッ
ト
通
信
の
発
行
や
各
種
研
修
会

へ
の
参
加
な
ど
、
今
後
も
協
議
会
組
織
の
連
携
を
図
り
、
推
進
活
動
の
活
性
化

と
明
る
い
選
挙
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

緑
　
　
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

10月17日

12月18日

２月14日

２月24日

年間

年４回

緑区民まつり

子ども映画会

せんきょフォーラ
ム

明るい選挙推進研
修会

投票器材等の貸出

明推協プロジェク
ト会議

選挙の仕組み等の展示のほか、実際
の選挙で使用する投票箱を用いて動
物人気投票を行った。来場者に楽し
く投票の体験をしてもらいながら、
啓発物品やチラシを配布し、明推協
のPR活動を行った。
会場：四季の森公園

区民まつりの投票結果をふまえた動
物人気投票を行い、実際の投票箱と
記載台を使用して擬似投票体験を行
った。また、子どもにもわかりやす
いキッズ啓発パネルの展示や、啓発
につながる選挙クイズを行った。
上映作品：「サンタ･バディーズ　～

小さな5匹の大冒険～」
会場：緑公会堂

将来の有権者である中学生を対象に、
選挙や政治についてのパフォーマン
ス観賞、模擬選挙会選挙など、楽し
みながら学んでもらう生徒参加型の
イベントを実施する。

明るい選挙の実現と投票参加運動の
推進を確認し、今後の協議会活動の
結束と、推進委員・推進員の知識向
上を図る。

区内の学校で行われる生徒会等選挙
に対し、選挙器材及び選挙用物品の
貸出を行う。

推進員によるプロジェクトメンバー
が主体となり、緑区明推協事業の効
果的な啓発活動の方策を検討する。

事　業　名 事　　業　　内　　容

選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 駅頭啓発
「ザ・イコット」

区選挙管理委員・推進委員及び推進
員が参加し、買い物客などでにぎわ
う区内4駅で啓発物品の配布を行い、
選挙の周知と投票参加を呼びかけた。
日　時：7月6日（火）
参加者：78人

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲十日市場駅参加者で集合写真
（駅頭啓発）

開 催 月 事　業　名 事　　業　　内　　容

年４回 イコット通信の発
行

推進委員・推進員を対象に、明推協
事業の計画や報告等を掲載した機関
紙を発行。

▲初めての投票！（緑区民まつり）

▲模擬投票の選挙公報を熱心に見る子どもたち
（子ども映画会）
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各区今年度の事業から

青
葉
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
と

投
票
参
加
意
識
の
向
上
を
目
指
し
て
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
若
年
層
を
含
め

た
区
民
へ
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

６
月
14
日
に
委
嘱
式
を
行
い
、
本
年
度
は
163
名
の
推
進
員
が
委
嘱
さ
れ
、
推

進
委
員
に
よ
る
講
演
に
よ
り
、
推
進
員
の
啓
発
活
動
に
対
す
る
知
識
の
向
上
を

図
り
ま
し
た
。

11
月
３
日
の
区
民
ま
つ
り
に
お
い
て
は
、
来
場
し
た
区
民
の
皆
様
に
選
挙
啓

発
物
品
を
配
布
し
、
選
挙
の
参
加
方
法
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
の
販
売
ブ
ー
ス
を
設
け
、
そ
の
場
で
選
挙
に
関
す

る
ク
イ
ズ
を
出
題
し
ま
し
た
。
本
年
度
は
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
が
開
催
さ
れ
た
た
め
、
ク

イ
ズ
に
つ
い
て
も
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
参
加
国
の
選
挙
制
度
と
日
本
の
選
挙
制
度
を
比
較

す
る
こ
と
で
日
本
の
選
挙
制
度
を
よ
り
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
工
夫

し
ま
し
た
。

若
年
層
へ
の
啓
発
と
し
て
は
、
青
葉
区
に
お
い
て
考
案
さ
れ
た
小
学
校
最
後

の
デ
ザ
ー
ト
を
模
擬
投
票
に
よ
っ
て
決
め
る
出
前
授
業
の
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
を
区
内
３
つ
の
小
学
校
に
お
い
て
実
施
し
ま
す
。
こ
れ
ま
で
に
12
月
１

日
の
荏
子
田
小
学
校
と
１
月
18
日
の
市
ケ
尾
小
学
校
に
お
い
て
実
施
し
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
２
月
16
日
の
榎
が
丘
小
学
校
に
つ
い
て
も
推
進
委
員
及
び
推

進
員
の
意
見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、よ
り
効
果
的
な
活
動
に
し
て
ま
い
り
ま
す
。

青
　
葉
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

６月

11月

通年

12月～２月

通年

年２回

通年

推進員委嘱式

青葉区民まつり

企画運営チーム会
議

せんきょフォーラム

投票器材の貸出

イコット通信の発
行

メディアへのPR

区内有志の163名に対して推進員を委
嘱し、本年度の協議会の事業計画に
関してPRする。

多くの区民が集まる青葉区民まつり
に明推協ブースを出展し、選挙クイ
ズを取り入れたフランクフルトの販
売・選挙に関するアンケート・展示
などを行い、選挙啓発を行う。

推進員の希望者で構成されたチーム
により、明推協事業実施に際して、
効果的な実施方法等の検討を行う。

選挙啓発出前授業として、区内小学
校で選挙の出前授業を実施する。

選挙についての理解を深め、親しみ
を持てるよう、区内の小・中・高校
等に投票箱、記載台などを貸し出す。

明推協の各種事業紹介や報告などを
掲載した機関紙を発行する。
今年度より、自治会の回覧板等を利
用し広く明推協の活動を周知する。

啓発事業を実施する際に、メディア
への情報提供を積極的に行い、記事
に取り上げてもらうことで効果的な
周知に努める。

事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発 あざみ野駅構内・青葉台駅構内にお
いて各1回実施。二日間で延べ91名の
推進委員・推進員の参加があり、区
民にポケットティッシュを配布しな
がら選挙参加を呼び掛けました。
当日は青葉区の明るい選挙マスコッ
トの「えら坊」も駆けつけ、にぎわ
いました。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲街頭啓発にて「えら坊」と

▼委嘱式における推進委員による事業説明

▲区民まつりにおけるアンケート活動
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都
筑
区
は
、
６
月
に
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
を
行
い
、「
投
票
す
る
こ
と
の

大
切
さ
」
を
テ
ー
マ
と
し
た
短
編
映
画
「
空
気
」
を
上
映
し
て
、
啓
発
活
動
の

重
要
性
に
つ
い
て
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
地
区
協
議
会
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
出
来
る
よ
う
、
昨
年
に
引
き
続
き
選

挙
啓
発
用
「
の
ぼ
り
旗
」
を
購
入
し
、
運
動
会
や
祭
り
な
ど
に
あ
わ
せ
て
明
推

協
の
Ｐ
Ｒ
や
投
票
参
加
の
呼
び
か
け
に
力
を
入
れ
ま
し
た
。

７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
で
は
、
区
役
所
と
「
ら
ら
ぽ
ー
と
横
浜
」
で
、

期
日
前
投
票
所
の
運
営
に
携
わ
り
ま
し
た
。
商
業
施
設
内
で
期
日
前
投
票
が
可

能
で
あ
り
、
全
国
的
に
も
注
目
さ
れ
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
各
地
域
で

も
駅
頭
や
地
域
イ
ベ
ン
ト
で
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
る
な
ど
、
啓
発
活
動
に
取

り
組
み
ま
し
た
。

11
月
の
区
民
ま
つ
り
で
は
パ
ネ
ル
に
よ
る
「
選
挙
ク
イ
ズ
」
や
選
挙
マ
ス
コ

ッ
ト
の
『
イ
コ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
』
と
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
を
行
い
、
子
ど
も
連
れ
の

有
権
者
に
大
人
気
で
し
た
。

こ
の
他
に
も
「
未
来
の
有
権
者
育
成
事
業
」
と
し
て
区
内
の
小
学
校
、
中
学

校
及
び
高
等
学
校
へ
の
投
票
器
材
の
貸
し
出
し
を
実
施
し
た
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
よ
り
明
推
協
活

動
の
広
報
を
行
っ
て

い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
地
域

に
密
着
し
た
啓
発
活

動
を
展
開
す
る
こ
と

で
、
着
実
な
成
果
を

上
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

都
　
筑
　
区

▲区民まつりでのじゃんけん大会

開 催 月

●常時啓発事業

４月28日

６月２日

11月３日

１月予定

通年

通年

通年

都筑区明るい選挙
推進協議会会議

明るい選挙推進大
会

投票にイコット
（区民まつり参加
啓発）

都筑区せんきょフ
ォーラム（兼推進
委員・推進員研修
会）

「明推協だより」
の発行

未来の有権者育成
事業

明推協PR事業

平成21年度の事業報告及び決算と平
成22年度事業計画を決定しました。

明るい選挙の実現及び投票参加を推
進するため、『投票することの大切さ』
をテーマとした短編映画「空気」を
上映しました。
参加者120人

都筑区民まつりにおいて明推協のコ
ーナーを設け、イコットぬいぐるみ
とのじゃんけんゲーム、「選挙啓発パ
ネル」による選挙クイズなどを通じ
て、選挙啓発及び明推協のPRを行い
ました。
場所　都筑区役所周辺

東京都立白鴎高等学校河合敦氏を講
師としてお招きして、投票率の向上
に向けた啓発推進の糸口を探るフォ
ーラムを開催する予定です。

都筑区連合町内会に「明推協だより」
の回覧を依頼し、より多くの人に明
推協の活動をアピールする予定です。

選挙についての理解を深めるため、
区内小、中学校及び高等学校に選挙
運動用たすき、のぼり旗、腕章、投
票箱、記載台などの貸出しを行って
います。

ホームページの更新、ジョイントPR
等を通じて明推協のPRをしていま
す。

事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 地区啓発活動

期日前投票所運営

プラカードや啓発グッズを配布し、
選挙の周知と投票参加を呼びかけま
した。

期日前投票所の投票管理者・投票立
会人となり、投票率向上に努めまし
た。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲明るい選挙推進大会
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各区今年度の事業から

戸
塚
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
は
、
明
る
い
選
挙
の
実
現
と
区
民
の
積
極

的
な
投
票
参
加
を
目
指
し
、
15
人
の
推
進
委
員
と
37
人
の
推
進
員
が
、
区
民
ま

つ
り
、
講
演
会
、
映
画
会
、
広
報
の
４
つ
の
部
会
に
分
か
れ
、
月
に
一
度
の
ペ

ー
ス
で
会
合
を
開
き
な
が
ら
、
様
々
な
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

11
月
３
日
の
戸
塚
ふ
れ
あ
い
区
民
ま
つ
り
で
は
、
選
挙
ク
イ
ズ
や
イ
コ
ッ
ト

ち
ゃ
ん
と
の
撮
影
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
11
日
に
は
明
治
学
院
大
学
の
中
谷
美
穂
先
生
と
学
生
を
招
き
、

選
挙
啓
発
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
中
谷
先
生
に
よ
る
講
演
と
、
学
生
と
参

加
者
の
意
見
交
換
会
の
二
部
構
成
で
開
催
し
、
昨
今
の
低
投
票
率
と
そ
の
改
善

方
法
に
つ
い
て
、若
者
と
推
進
員
の
間
で
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
他
、
12
月
26
日
に
は
子
育
て
で
忙
し
く
、
投
票
率
が
低
い
と
い
わ
れ
る

ヤ
ン
グ
ミ
セ
ス
を
対
象
に
映
画
会
を
開
催
し
、啓
発
グ
ッ
ズ
を
配
布
し
ま
し
た
。

あ
わ
せ
て
選
挙
に
関
す
る
川
柳
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
、
作
品
を
会
場
内
に
掲

示
し
た
ほ
か
、
映
画
の
幕
間
に
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
し
た
。

選
挙
時
啓
発
活
動
と
し
て
は
、
７
月
に
行
わ
れ
た
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
に

お
い
て
、
戸
塚
区
選
挙
管
理
委
員
会
と
連
携
し
、
戸
塚
駅
等
で
街
頭
啓
発

『
ザ
・
イ
コ
ッ
ト
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

今
後
も
推
進
委
員
、
推
進
員
が
力
を
合
わ
せ
て
、
啓
発
効
果
の
高
ま
る
内
容

を
検
討
し
、
自
主
的
な
啓
発
活
動
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

戸
　
塚
　
区

開 催 月

●常時啓発事業
事　業　名 事　　業　　内　　容

選 挙 名

●選挙時啓発事業
事　業　名 事　　業　　内　　容

区民まつりで
イコットちゃんとパチリ

▲

▲東戸塚駅での街頭啓発の様子

▼ 学生との意見交換会の様子

選挙啓発に関する教育器材を揃えて
ライブラリーを整備し、推進員の出
身団体の会合で、身近な生活の話題
から政治や選挙について意見交換し
あう活動に対し、ビデオや冊子等の
教育器材を貸し出す。

区内中学校を対象に、生徒会選挙等で、
より実際に近い選挙を体験してもらう
ため、投票箱や記載台等、器材の貸出
しを行う。

来場者に対して、啓発グッズを配布し、
明推協活動の紹介と選挙クイズ、イコ
ットちゃんとの記念撮影を行った。
☆日時　11月3日
☆場所　東戸塚小学校

政治や選挙の大切さを体験し、考えて
もらうため、大正中学校の全校生徒を
対象に、笑学塾による選挙コントと模
擬投票を実施した。
☆日時　11月22日
☆場所　大正中学校

明推協運動の意義及び意識の高揚を
図るため、推進委員及び推進員の出
身団体を対象に、講演会及び、学生
との意見交換会を実施した。
☆日時　12月11日
☆場所　戸塚区役所
☆講師　明治学院大学

中谷美穂 先生

明るい選挙ライブ
ラリー事業

『未来の有権者』
育成事業

戸塚ふれあい区民
まつり

せんきょフォーラ
ム事業

選挙啓発講演会

通年

通年

11月

12月

開 催 月

12月

６月、10月、
12月、３月

とつかイコット映
画会事業

明推協通信

来場者に対して、明推協活動の紹介
とイコットちゃんとの記念撮影を実
施。啓発物品を配布する。
☆日時　12月26日
☆場所　戸塚公会堂
☆作品　『ティンカー・ベル』

推進委員・推進員を対象に明推協の
機関誌を発行。年4回。

事　業　名 事　　業　　内　　容

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

公用車での啓発

乗降客で賑わう戸塚駅前および東戸
塚駅前で、啓発ティッシュを配布し、
積極的な投票参加を呼びかけた。
☆実施日・場所・参加者数
①7月5日・東戸塚駅・10名
②7月8日・戸塚駅　・14名

業務で使用する公用車に啓発ステ
ッカーを貼るとともに、広報テープ
を流し、選挙期日の周知と投票参加
を呼びかけた。
☆日時　7月5日～7月11日
☆場所　区内全域
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栄
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
と
、
区
民
の
政

治
意
識
の
高
揚
、
投
票
総
参
加
を
目
指
し
て
、
様
々
な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

常
時
啓
発
活
動
と
し
て
、
６
月
４
日
に
「
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
」
を
開
催
し

ま
し
た
。
第
一
部
で
は
、
栄
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
の
平
成
22
年
度
事
業
計

画
の
説
明
等
を
行
い
、
第
二
部
で
は
、
神
奈
川
新
聞
社
論
説
委
員
会
副
主
幹
兼
編

集
委
員
林
義
亮
氏
に
『
参
議
院
選
挙
を
展
望
す
る
』
と
題
し
て
記
念
講
演
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
を
１
か
月
後
に
控
え
て
の
政
権
や
政
治
の
現
状

分
析
・
今
後
の
動
向
等
を
分
か
り
や
す
く
解
説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
推
進
委

員
及
び
推
進
員
の
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
有
意
義
な
大
会
と
な
り
ま

し
た
。

ま
た
、
７
月
の
参
議
院
選
挙
で
は
、
選
管
委
員
、
推
進
委
員
、
推
進
員
が
一
丸

と
な
っ
て
、
街
頭
啓
発
「
ザ
・
イ
コ
ッ
ト
」
を
実
施
し
、
区
民
に
投
票
参
加
を
呼

び
か
け
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
高
い
投
票
率
に
貢
献
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
10
月
に
は
栄
区
民
ま
つ
り
に
参
加
し
、
似
顔
絵
コ
ー
ナ
ー
等
を
開
設

し
ま
し
た
。

ま
た
、
２
月
に
は
施
設
見
学
会
を
兼
ね
た
研
修
会
を
実
施
し
、
政
治
と
選
挙
に

つ
い
て
学
習
す
る
と
と
も
に
、
推
進
員
相
互
の
連
携
を
強
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
中
学
生
を
対
象
と
し
た
「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ

ー
ラ
ム
」
を
２
月
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

事
業
計
画
、
事
業
報
告
に
つ
い
て
は
、
い
ず
れ
も
「
イ
コ
ッ
ト
通
信
」（
年
３
回

発
行
）
で
推
進
員
へ
情
報
提
供
を
行
い
、
参
加
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

栄
　
　
　
区

開 催 月

●常時啓発事業
事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業
事　業　名 事　　業　　内　　容

▲明るい選挙推進大会第2部

▲ 栄区民まつり似顔絵コーナー

６月４日

11月６日

２月

２月（予定）

年間

年３回

明るい選挙推進大
会

栄区民まつり明る
い選挙啓発事業

推進委員・推進員
研修事業

せんきょフォーラム
事業

投票器材の貸出

イコット通信の発行

平成22年度事業計画の説明及び講演
会。
講演テーマ：参議院選挙を展望する
講　　　師：林　義亮　氏
参　加　者：73人

栄区民まつりに栄区明推協として参
加し、来場者に似顔絵を描いてプレ
ゼントすると同時に、啓発物品の配
布やクイズを行い、区民の政治意識
の高揚、棄権防止やきれいな選挙、
明るい選挙の実現など選挙啓発活動
を実施した。

施設見学会を兼ねた研修会を実施し、
推進委員・推進員の意識の高揚と明
るい選挙推進運動の前進を図る。

将来の有権者である中学生を対象に
講演会を実施し、自分の将来等につ
いて考えてもらうことで選挙や政治
に対する関心を高める。

区内の学校の生徒会役員等の選挙に
際し、投票器材の貸出を行う。

推進委員・推進員の連携を図るための
機関紙を発行。年3回

参院選 街頭啓発
「ザ・イコット」

１：実施日
（1）7月3日（土）
（2）7月4日（日）

２：場所
本郷台駅前広場

３：実施内容
プラカード、広報テープ、啓
発物品等を使用して、投票参
加を呼びかけた。

４：参加者
57人
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各区今年度の事業から

泉
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
と

投
票
参
加
意
識
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
将
来
の
有
権
者
で
あ
る
若
年
層
に
向

け
た
啓
発
を
含
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

７
月
に
執
行
さ
れ
た
参
議
院
議
員
選
挙
で
は
、
区
内
中
学
校
か
ら
「
中
学

生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
り
、
街
頭
啓
発
「
ザ
・
イ
コ
ッ
ト
」
で
推
進
員
と

一
緒
に
街
頭
啓
発
に
参
加
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
た
将
来
の
有
権
者
に
向
け
た
啓
発
事
業
と
し
て
は
、
今
年
で
20
年
目
を

迎
え
る
中
学
３
年
生
を
対
象
に
し
た
民
主
主
義
と
選
挙
の
ク
イ
ズ
「
あ
と
５

年
」
の
配
布
や
、
生
徒
会
選
挙
等
へ
の
投
票
器
材
等
の
貸
出
し
事
業
に
加
え
、

毎
年
好
評
な
小
学
校
６
年
生
を
対
象
に
し
た
、
選
挙
の
レ
ク
チ
ャ
ー
と
模
擬

投
票
の
体
験
学
習
を
併
せ
た
出
前
授
業
「
せ
ん
き
ょ
ス
ク
ー
ル
」
も
、
せ
ん

き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
事
業
と
し
て
引
き
続
き
行
っ
て
い
き
ま
す
。

他
に
も
、
区
内
で
行
わ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
啓
発
物
品
の
配
布
、
明
る

い
選
挙
講
演
会
の
開
催
な
ど
、
現
在
の
有
権
者
に
向
け
た
啓
発
活
動
も
実
施

し
て
い
き
ま
す
。

泉
　
　
　
区

開 催 月

●常時啓発事業
事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業
事　業　名 事　　業　　内　　容

▲明るい選挙講演会（20年度）

▲参院選での街頭啓発『ザ・イコット』

▼ せんきょフォーラムの模擬投票（20年度）

１月

12月～２月

３月

年６回

年間

民主主義と選挙の
クイズ「あと5年」

せんきょフォーラ
ム

明るい選挙講演会

明推協だより

投票器材の貸出

中学校3年生を対象に、社会科副教材
「あと5年」を基にしたクイズを出題
し、解答する過程を通じて、民主主
義と選挙の基礎知識の普及を図る。
通算20回目。

区内小学校を訪問し、6年生を対象に
選挙のレクチャーと模擬投票の体験
学習を併せた出前授業「せんきょス
クール」を行う。（8校で実施予定。）

推進員・区民を対象に、政治や選挙
についての講演会を開催する。

推進委員、推進員向けに事業計画や
報告等を掲載した機関紙を発行する。

区内の学校で行われる生徒会選挙等
に際して、投票器材を貸し出しする。
また要望がある場合は職員が出向い
て、選挙の進め方を説明する。

市議補選
（泉区）

参院選・
市議補選
（泉区）

街頭啓発
「ザ・イコット」

街頭啓発
「ザ・イコット」

立場駅・いずみ野駅の計2箇所で実
施。延べ22名が参加しました。

立場駅・中田駅・いずみ中央駅・い
ずみ野駅・緑園都市駅の計5箇所で実
施。区内4校から集まった中学生ボラ
ンティア64名含めた延べ82名が参加
しました。
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瀬
谷
区
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
で
は
、
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
実
現
と

区
民
の
投
票
参
加
の
促
進
を
目
指
し
て
各
種
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

常
時
啓
発
活
動
で
は
、
若
年
層
向
け
啓
発
事
業
と
し
て
、
区
内
小
中
学
校
等

を
対
象
に
生
徒
会
選
挙
の
た
め
に
投
票
器
材
の
貸
出
し
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

８
月
に
は
「
明
る
い
選
挙
こ
ど
も
映
画
会
」
を
開
催
し
、
上
映
後
、
映
画
に
登

場
し
た
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
投
票
す
る
模
擬
投
票
を
行
い
、
親
子
で
選
挙

へ
の
関
心
を
高
め
る
機
会
と
し
ま
し
た
。
３
月
に
は
、
区
内
中
学
校
に
お
い
て

「
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
、
経
験
豊
富
な
講
師
の
講
演
を
聞
く
こ

と
に
よ
り
、
中
学
生
に
選
挙
を
意
識
す
る
機
会
と
し
て
も
ら
い
ま
す
。

ま
た
、
10
月
の
「
瀬
谷
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
お
い
て
、
明
る
い
選
挙
推
進

協
議
会
の
ブ
ー
ス
を
出
店
し
、
選
挙
パ
ネ
ル
の
展
示
、
選
挙
ク
イ
ズ
の
実
施
な

ど
、
広
く
区
民
へ
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
及
び
投
票
参
加
に
つ
い
て
の

啓
発
を
行
な
い
ま
し
た
。
１
月
に
は
、「
推
進
員
研
修
会
」
を
開
催
し
、
政

治
・
選
挙
関
連
施
設
の
見
学
と
意
見
交
換
を
行
い
、
推
進
員
の
交
流
を
図
り
ま

し
た
。
今
後
は
、
一
般
区
民
を
対
象
と
し
た
「
選
挙
啓
発
講
演
会
」
の
開
催
と

と
も
に
、「
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
」
に
よ
り
推
進
委
員
・
推
進
員
の
さ
ら
な

る
意
識
高
揚
を
図
り
、
よ
り
一
層
の
明
る
く
き
れ
い
な
選
挙
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

選
挙
時
啓
発
活
動
で
は
、
７
月
の
参
議
院
議
員
通
常
選
挙
の
際
に
、
三
ツ
境

駅
、
瀬
谷
駅
、
商
店
街
等
を
中
心
に
街
頭
啓
発
「
ザ
・
イ
コ
ッ
ト
」
を
実
施
し
、

啓
発
物
品
を
配
布
し
な
が
ら
投
票
参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

瀬
　
谷
　
区

開 催 月

●常時啓発事業

８月

10月

１月

２月予定

３月予定

通年

通年

明るい選挙こども
映画会の開催

瀬谷フェスティバ
ルへの参加

推進員を対象とし
た研修会の実施

明るい選挙推進大
会及び選挙啓発講
演会の開催

せんきょフォーラ
ムの開催

投票器材の貸出し

イコット通信の発
行

区内の幼児、児童とその保護者を対
象に開催し、映画上映後に本物の投
票箱を用いた模擬投票を実施した。
上映：ディズニー映画「カールじい

さんの空飛ぶ家」
会場：瀬谷公会堂
参加者数：446人

「瀬谷フェスティバル」に明推協ブー
スを出店し、啓発活動を実施した。
会場：上瀬谷通信施設はらっぱ

政治・選挙関連施設の見学と意見交
換を行う研修会を実施し、選挙に関
する理解を深め、推進員の交流を図
った。

明るくきれいな選挙の推進について
推進委員・推進員の意識を高めると
ともに、講演会を実施して区民の政
治・選挙への理解を深める。

中学生を対象に政治・選挙への関心
を高めるための講演会を開催する。

選挙への理解を深めるため、区内小
中学校等に投票箱や記載台等の貸出
しを行っている。

推進委員・推進員の機関紙を発行し
ている。
発行回数：年3回

事　業　名 事　　業　　内　　容 選 挙 名

●選挙時啓発事業

参院選 街頭啓発「ザ・イ
コット」の実施

電子掲示板による
広報

駅頭、商店街ほか各地区で、啓発物
品を配布し、投票参加の呼びかけを
行った。
活動場所：三ツ境駅、瀬谷駅、区内
全域
活動回数：14回
参加人数：271人

区役所の電子掲示板で投票日を広報。

事　業　名 事　　業　　内　　容

▲瀬谷フェスティバルの様子

▼三ツ境駅でのザ・イコット参加者の集合写真

▲映画会での模擬投票の様子
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事 　 業 　 名

研修事業

未来の有権者及び若年層
向け啓発事業

（財）明るい選挙推進協会
連携事業及び市・区明推
協連携事業

白バラよこはま（No.41）
発行

区明推協委員・推進員を対象とした明るい選挙推進研修会の開催を通じて、推進
員の意識高揚を図りました。

未来の有権者の意識啓発を図るため、小学校、中学校、高校の生徒会役員選挙へ
の支援、また、若者グループ等の若年層啓発事業を支援します。

（財）明るい選挙推進協会が主催する事業に参加。また、区明推協の常時啓発でそ
の内容において共催することが望ましい事業を共同で実施し、市民に明るい選挙の
推進を訴えます。

市及び区で実施する各種啓発事業紹介、寄附禁止等を掲載した機関誌を作成し、
市･区明るい選挙推進大会等で関係者に配布します。

リーダー研修会
日時：11月29日（月）
会場：ウィリング横浜

1 生徒会選挙、出前授業等
支援物品の作成

2 若年層啓発活動支援

1（財）明るい選挙推進協議会
連携事業
（1）各種ブロック研修

2 市・区明推協連携事業
（1）区明推協活動助成等

3,000部

内　　　　　　容 備　　　　考

横浜市 今年度の事業から

●横浜市明るい選挙推進協議会事業

事 　 業 　 名

新有権者ダイレクトメール

成人の日を祝うつどい

生徒への
啓発教材配布

ホームページ等各種メディ
アを活用した啓発

せんきょフォーラムの実施

選挙書道コンクール

啓発パネル掲出

明るい選挙推進大会開催
の後援

明推協自主事業及び組織
強化のための補助

新有権者にとって必要な選挙の知識などを掲載し、また、若者の生活様式と感覚
に即した情報を盛り込んだ冊子を作成し、新有権者全員にダイレクトメールで送付
しました。

「成人の日を祝うつどい」会場内での選挙権の重要性を訴えるメッセージやオーロ
ラビジョンによる放映、横断幕を掲出するなどして、新有権者に選挙の重要性や投
票参加を訴えました。

市内中学校の 3年生全員に、政治や選挙の大切さをわかりやすく説明した社会科
副教材「あと5年」を配布します。

選挙管理委員会ホームページや、各種メディアを活用し、特に若年層に向けて、
選挙や政治の大切さ等をテーマとした情報を発信します。

身近な問題について考え、話し合うことで、選挙・政治への関心を高めるきっか
け作りとなる学習講座（フォーラム事業）を各区で実施します。

きれいな選挙や投票参加を呼びかける標語等を題材とした書道作品の募集及び展
示を通して、将来の有権者である青少年を中心に啓発しました。

きれいな選挙と投票参加を呼びかけるパネルを地下鉄各駅に掲出しています。

市・区明推協関係者が一堂に会し、日頃の活動の体験交流や研修を実施し、きれ
いな選挙と投票参加の推進を確認する推進大会の開催を支援します。

市及び各区明るい選挙推進協議会が地域の特性に合わせて実施するイベント等の
各種事業及び明るい選挙推進協議会組織強化のための活動に対して補助を行います。

発送対象者：
新成人約33,000人
発送時期：12月上旬

実施：1月10日（月・祝）
会場：横浜アリーナ
対象：約30,000人

実施：4月
中学校に配送
約30,000人

実施：通年

実施：通年
会場：各区（学校等）

募集：7月～9月
展示：12月

地下鉄改札口付近
31駅35枚（通年）

日時：1月20日（木）
開場：横浜文化体育館

内　　　　　　容 備　　　　考

●横浜市選挙管理委員会　常時啓発事業

▲「横浜はたちブック」2011 ▲「選挙書道コンクール　金賞受賞作品」（平成22年度）
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既
製
の
活
用

昨年7月、参議院議員通常選挙、市議会議員（泉区）補欠選挙が行われました。
告示期間中、市内公共機関・駅前・大学等にポスターや看板・横断幕などを掲出し、また街
頭啓発「ザ・イコット」、積極的な投票参加ときれいな選挙を呼びかけました。
全市の統一デザインは、港をイメージした夏らしい青色をベースにし、イコットちゃんの絵
柄と共に「投票」参加を促すデザインとしました。
今回の参議院議員通常選挙は、56.65％の投票率でした。

参議院議員通常選挙･市議会議員（泉区）補欠選挙 啓発事業実績平成22年
7月11日執行

実　施　項　目 数　量 内　　　　　　容

看板・横断幕・懸垂幕

ポスター掲出

公営ポスター掲示場を利用した啓発

バスフロント幕

ゴミ収集車

公用車

港務艇

「投票のご案内」同封用啓発チラシ

広報よこはま区版

選挙公報

市広報番組

市区庁舎、商店街等での啓発放送

電光掲示板

文字放送

大学の構内、フェンス等に幕、看板を掲出

大学のホームページへのPRバナー掲載

選挙案内ページの作成

モバイル対応選挙案内ページの作成

街頭啓発「ザ･イコット」

ポケットティッシュ

プラカード

イコットマスコット（卓上用）

イコットぬいぐるみ（着ぐるみ）

イコットパンチング人形

約70枚

約24,000枚

4,712箇所

約2,100枚

約750台

約100台

4隻

約170万枚

約150万部

約170万部

各1回

随時

随時

随時

市内大学

随時

随時

18区

約217,000個

約280本

約1,600個

19体

37体

市営地下鉄横浜駅・関内駅など主要駅、市・区庁舎、歩道橋（みなとみらい動く歩道
入口）、主要商店街、大学等に看板・横断幕・懸垂幕を設置

市営地下鉄各駅、自治会町内会掲示板、市・区庁舎等公共機関、郵便局、商店街等に
掲出（県選管作成ポスターを活用、泉区内は市選管作成）

選挙運動用ポスター掲示場を活用し、投票日・時間の案内を表示

バスのフロントに啓発幕を掲出
市営　約1,000台　　民営　約1,100台（県選管で実施）

巡回中に投票日・期日前投票制度周知、投票参加の呼びかけを放送

18区の公用車を活用して投票参加の呼びかけを放送

港湾局所有の船舶に横断幕を掲出

全世帯に発送

全世帯に配布

ページ余白に投票日・時間、期日前投票の案内を表示。全世帯に配布

「ずばり！横濱」（テレビ神奈川） 「ヨコハマ・オンリーワン」（ラジオ日本）
「ヨコハマ･アラウンド」（FMヨコハマ）

市・区庁舎、店舗内（横浜駅西口・東口商店街等）などで投票参加の呼びかけを放送

市営バス・地下鉄電光案内板、区役所戸籍課窓口電光掲示板

TVKデジタル放送（データ放送）

投票参加を呼びかける幕、看板を掲出

大学が管理するホームページに啓発広告を掲載

選挙の情報（投票日、投票所、期日前・不在者投票方法等）を集約したページを作成。
投・開票速報を掲載（県選管ページとリンク）

選挙の情報（投票日、期日前・不在者投票方法等）を集約したページを作成

各区地域などを単位として数人のグループを編成し、区内の主要繁華街、駅頭などで
の街頭啓発と、それぞれの場所を起点とした場所を移動しながら投票参加を呼びかけ
る。

各区街頭啓発等での投票参加の呼びかけに活用

区役所、地区センターなど市民利用施設の窓口に設置

市及び各区1体

市1体、各区2体

看
板
・
幕
・
ポ
ス
タ
ー
類

移
動
型
広
報
・
広
告

各
世
帯
印
刷
物

広
報
・
放
送
等

大
学
で
の
啓
発

選
管
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

イ
ベ
ン
ト

啓
発
物
品
・
資
材

バスフロント幕

市庁舎横断幕
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平
成
二
十
二
年
十

一
月
二
十
九
日（
月
）、

横
浜
市
福
祉
保
健
交

流
セ
ン
タ
ー
ウ
ィ
リ

ン
グ
横
浜（
港
南
区
上

大
岡
）を
会
場
に
、「
横

浜
市
明
る
い
選
挙
リ

ー
ダ
ー
研
修
会
」が
行

わ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
、
各
区
の
明
推
協
推
進
委
員
・
推
進
員
三
十
四
名
。
主

催
者
で
あ
る
横
浜
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
会
長
の
浅
井
正
美
会

長
の
挨
拶
に
続
き
、「
明
推
協
組
織
の
活
性
化
に
向
け
て
　
〜
意
識
調

査
結
果
か
ら
」と
い
う
タ
イ
ト
ル
で
、
明
治
学
院
大
学
法
学
部
専
任

講
師
、
横
浜
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
推
進
委
員
　
中
谷
美
穂
氏

に
よ
る
基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
演
で
は
、
昨
年
度
実
施
し
ま
し
た
明
推
協
推
進
員
等
の
意
識
調

査
の
分
析
結
果
を
ス
ラ
イ
ド
を
使
用
し
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
イ
コ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
の
楠
正
巳
氏
、
古

山
沙
織
氏
、
真
野
織
江
氏
か
ら
イ
コ
ッ
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
活
動
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

活
動
報
告
で
は
、
大
学
祭
で
の
模
擬
投
票
や
市
議
泉
区
補
選
・
参

院
選
で
の
街
頭
啓
発
の
実
施
等
の
活
動
状
況
、
イ
コ
プ
ロ
の
活
動
目

的
な
ど
力
強
く
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
各
区
選
管
書
記
も
加
わ
り
六
十
二
名
が
八
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
昼
食
を
挟
ん
で
約
三
時
間
、
討
議
を
行
い
ま
し

た
。討

議
に
は
、『「
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会
」組
織
の
活
性
化
と
推

進
員
の
役
割
、
効
果
的
な
選
挙
啓
発
活
動
と
は
？
』を
共
通
テ
ー
マ

と
し
て
、

（
１
）推
進
員
の
役
割
と
明
推
協
組
織
の
活
性
化
を
図
る
に
は
？

（
区
や
地
域
で
の
具
体
的
な
方
法
、
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
）

（
２
）若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
効
果
的
な
啓
発
と
は
？

（
３
）統
一
地
方
選
挙
に
向
け
て
、
選
挙
時
の
効
果
的
な
啓
発
活
動
と

は
？

に
つ
い
て
話
し
合
い
、
次
の
よ
う
な
意
見
が
出
ま
し
た
。

（
１
）推
進
員
の
役
割
と
明
推
協
組
織
の
活
性
化
を
図
る
に
は
？（
区
や

地
域
で
の
具
体
的
な
方
法
、
活
動
内
容
等
に
つ
い
て
）

・
明
推
協
の
活
動
内
容
を
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
伝
え
て
も
ら
う
こ

と
が
で
き
る
方
や
、
ま
た
知
り
合
い
が
い
れ
ば
、
活
動
に
参
加
す

る
き
っ
か
け
が
つ
か
み
や
す
い
。

・
区
内
の
推
進
員
を
小
グ
ル
ー
プ
に
分
け
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
活
動

内
容
を
決
め
、
事
務
局
側
か
ら
伝
え
て
い
け
ば
役
割
が
分
か
り
や

す
く
な
り
い
い
の
で
は
な
い
か
。

・
横
浜
市
全
体
で
推
進
員
は
多
数
い
る
の
で
、
明
推
協
の
活
動
イ
メ

ー
ジ
を
分
か
り
や
す
く
す
る
た
め
に
、
全
員
を
対
象
に
映
画
会
の

よ
う
な
企
画
を
行
う
と
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

・
選
挙
の
際
、
投
票
所
の
立
会
人
を
推
進
員
が
行
う
。

・
明
推
協
で
劇
団
を
作
っ
て「
選
挙
ド
ラ
マ
」等
を
し
、
学
校
を
巡
回

す
る
。

・
イ
コ
ッ
ト
通
信
等
で「
推
進
員
の
紹
介
」を
し
て
い
る
区
も
あ
る
。

紹
介
に
よ
り
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
上
が
る
こ
と
も
あ
る
。

・
せ
ん
き
ょ
フ
ォ
ー
ラ
ム
等
に
も
推
進
員
も
参
加
し
、
地
域
に
根
ざ

し
た
も
の
に
す
る
。

・
他
都
市
の
明
推
協
の
活
動
を
視
察
す
れ
ば
よ
り
自
分
た
ち
の
活
動

が
活
性
化
す
る
の
で
は
な
い
か
。

・
身
近
な
と
こ
ろ（
地
域
の
運
動
会
・
地
域
活
動
拠
点
・
お
祭
り
な
ど
）

で
、
そ
の
場
に
合
わ
せ
た
啓
発
物
品
や
声
掛
け
を
し
て
、
啓
発
活

動
す
る
の
も
効
果
的
。

・
推
進
員
に
着
任
し
た
際
、
ど
の
よ
う
な
形
で
参
加
す
れ
ば
よ
い
か

理
解
で
き
る
よ
う
、
新
任
者
向
け
に
研
修
会
等
を
開
催
す
る
。

・
啓
発
活
動
等
に
新
し
い
ア
イ
デ
ィ
ア
を
持
っ
て
い
る
若
者
を
推
進

員
に
入
れ
る
。

・
区
事
務
局
が
学
校
へ
の
出
前
授
業
等
に
よ
り
啓
発
を
行
っ
て
い
る

が
、
事
務
局
だ
け
で
は
な
く
、
推
進
員
が
講
師
と
な
れ
る
よ
う
な

研
修
の
場
を
設
け
て
は
ど
う
か
。

・
研
修
会
等
を
も
っ
と
開
催
し
て
、
お
互
い
が
顔
を
合
わ
せ
る
機
会

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
。

・
月
に
一
度
程
度
推
進
員
が
集
ま
り
定
例
会
を
開
催
す
る
、
部
会
に

所
属
し
て
も
ら
う
な
ど
し
、
役
割
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
大
切
。

（
２
）若
年
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
効
果
的
な
啓
発
と
は
？

・
現
在
の
選
挙
啓
発
活
動
で
は
主
に
小
中
学
校
が
対
象
に
な
っ
て
い

る
が
、
高
校
・
大
学
が
手
薄
に
な
っ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
。

高
校
に
対
し
て
講
演
会
等
を
行
う
な
ど
、
そ
の
層
に
も
っ
と
働
き

か
け
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
若
年
層
は
、
自
分
に
と
っ
て
価
値
を
見
出
せ
な
い
も
の
に
つ
い
て

関
心
が
薄
い
が
、
自
ら
価
値
を
見
出
し
た
も
の
に
つ
い
て
は
熱
心

で
あ
る
と
感
じ
る
。
仕
事
等
で
忙
し
く
て
も「
投
票
に
行
こ
う
」と

思
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
。

・
小
学
生
対
象
の「
デ
ザ
ー
ト
選
挙
」や
中
学
生
対
象
の「
投
票
器
材

貸
出
」、「
あ
と
5
年
の
配
布
」等
、
実
際
に
選
挙
の
投
票
を
体
験
し

て
み
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
る
。

・
大
学
生
に
対
し
、
選
挙
時
の「
立
会
人
」の
経
験
等
を
さ
せ
る（
大

学
生
に
と
っ
て
は
自
己
P
R
と
し
て
も
使
え
る
）。

・
自
治
会
で
推
進
員
に
二
十
代
の
人
が
就
任
し
て
も
ら
え
る
こ
と
が

望
ま
し
い
。
そ
う
す
れ
ば
、
地
域
に
興
味
を
持
っ
て
も
ら
う
き
っ

か
け
に
な
り
、
選
挙
に
対
す
る
認
識
も
高
ま
る
と
考
え
ら
れ
る
。

・
区
民
祭
り
で
の
模
擬
投
票
、
小
中
学
校
で
の
模
擬
投
票
が
多
く
見

ら
れ
る
が
、
あ
と
二
〜
三
年
で
投
票
権
を
得
る
よ
う
な
高
校
生
に

模
擬
投
票
を
行
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
有
効
な
の
で
は
な
い
か
。

（
３
）統
一
地
方
選
挙
に
向
け
て
、
選
挙
時
の
効
果
的
な
啓
発
活
動
と

は
？

・
自
治
会
の
回
覧
物
に
啓
発
チ
ラ
シ
を
混
ぜ
る
。

・
啓
発
物
品
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
は
イ
ン
パ
ク
ト
重
視
で
文
字
は
今
の
よ

り
大
き
く
少
な
め
に
し
た
方
が
良
い
。

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
人
数
は
多
め
の
ほ
う
が
良
い
。
一
箇
所
で
ま

と
め
て
大
人
数
で
配
る
こ
と
も
効
果
的
。

・
啓
発
物
品（
テ
ィ
ッ
シ
ュ
）は
、
他
と
比
べ
て
目
立
つ
デ
ザ
イ
ン
に

し
た
り
、
文
具（
フ
ァ
イ
ル
等
）の
日
常
的
に
使
用
し
た
り
し
て
も

よ
い
と
思
う
。

・
対
象
や
地
域
の
特
性
を
考
え
て
適
切
な
啓
発
が
必
要
で
あ
り
、
一

人
暮
ら
し
の
ア
パ
ー
ト（
ワ
ン
ル
ー
ム
マ
ン
シ
ョ
ン
）が
多
い
地
域

に
は
郵
便
受
け
に
入
れ
る
の
も
効
果
的
で
は
な
い
か
。

・
投
票
率
の
悪
い
と
こ
ろ
は
、
チ
ラ
シ
の
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
を
行
っ
た

り
、
有
名
人
を
呼
ん
で
啓
発
活
動
を
行
っ
た
り
す
る
。

・
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
の
時
に
コ
ー
ヒ
ー
や
温
泉
の
素
な
ど
も
一
緒
に

配
り
、
有
権
者
の
気
を
引
く
こ
と
も
良
い
の
で
は
な
い
か
。

・
イ
コ
ッ
ト
ち
ゃ
ん
＝
選
挙
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
作
り
の
た
め
に
、
マ

ス
コ
ッ
ト
グ
ッ
ズ
を
作
成
し
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
代
わ
り
に
配
布
し

て
は
ど
う
か
。

・
啓
発
活
動
に
は
、
子
供
や
女
性
が
多
く
参
加
し
た
ほ
う
が
良
い
。

特
に
女
性
同
士
は
口
コ
ミ
で
情
報
が
広
が
り
や
す
い
の
で
啓
発
効

果
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

■
そ
の
他

・
選
挙
結
果（
投
票
率
）を
区
連
会
や
地
域
に
出
し
、
地
域
の
人
に
結

果
か
ら
啓
発
活
動
に
結
び
付
け
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
い
い

の
で
は
な
い
か（
例
え
ば
、
区
内
で
投
票
率
ナ
ン
バ
ー
1
の
地
域

に
は
表
彰
な
ど
し
、
競
争
意
欲
を
啓
発
に
結
び
つ
け
、
で
き
る
だ

け
啓
発
活
動
が
す
ぐ
に
目
に
見
え
る
形
と
な
る
の
が
よ
い
）。

・
選
挙
時
の
啓
発
を
テ
ィ
ッ
シ
ュ
配
り
と
す
る
区
、
な
に
も
啓
発
を

し
な
い
区
、
そ
の
他
の
方
法
で
啓
発
を
行
う
区
と
い
う
3
つ
に
分

け
、
啓
発
効
果
の
分
析
を
し
て
み
る
の
は
ど
う
か
。

グ
ル
ー
プ
討
議
の
後
、
各
グ
ル
ー
プ
代
表
者
か
ら
話
し
合
わ
れ
た

内
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
た
だ
き
、
最
後
に「
イ
コ
ッ
ト
ち
ゃ
ん

修
了
証
」が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

横浜市 明るい選挙推進リーダー研修会 開催



各選挙における投票率 
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《投票率上位３区》

①栄　区（61.06％） ②金沢区（59.82％） ③港南区（58.70％）

＜行政区別投票率（％）＞

■（上段）今回の投票率　 ■□（下段）前回（平成19年7月29日）の投票率

●――――――――――――平成22年6月6日執行 ――――――――――――●

市議会議員（泉区）補欠選挙

●―――――――――――― 平成22年7月11日執行 ――――――――――――●

参議院議員通常選挙（選挙区）・市議会議員（泉区）補欠選挙

投票率

32.61% 51.56%

投票率

56.38% 32.61%

市議会議員（泉区）補欠選挙
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前回投票率
（H19.4.8）

前回投票率
（H22.6.6）



つぎの4つのグラフは、各選挙における横浜市の投票率のグラフです。 
最近低下しつづけていた投票率が、上向きに転じているものもありますが、 
全国的に低下傾向にある投票率は、横浜市も例外ではありません。 
今後も明るい選挙の活動を推進していきましょう。 

統一地方選挙 市 長  選  挙 

衆  議  院選  挙 参議院  選  挙 

（数値は市議会選挙のもの） （昭和50年まで統一地方選挙） 

（平成8年以降の数値は小選挙区のもの） （数値は地方区・選挙区のもの） 

注）第一回統一地方選挙 

昭和22年４月５日　市長・県知事選挙 

　　　　４月30日　市議会・県議会選挙 

第二回統一地方選挙 

昭和26年４月23日　市議会・市長選挙 

４月30日　県議会・県知事選挙 

各選挙における投票率 各選挙における投票率 
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横浜市選挙管理委員会では、
若い人に選挙への関心を高めてもらうため、

中・高校生向けの
「Ｕ－20（http://www.city.yokohama.jp/me/senkan/u20/）」など

ホームページ上

http://www.city.yokohama.jp/me/senkan/ で

様々に啓発しています。

また、楽しく選挙に
関心をもってもらえるよう、

携帯ホームページ
（http://www.city.yokohama.jp/y/sk/）では

「クイズ！選挙王」を開設し、
楽しみながら選挙を

学べるようにしています。

平成23年4月10日（日）は「統一地方選挙（市会・県会・知事）」です。 
あなたの大切な1票、必ず投票しましょう！！ 

平成23年4月10日（日）は「統一地方選挙（市会・県会・知事）」です。 
あなたの大切な1票、必ず投票しましょう！！ 

平成23年4月10日（日）は「統一地方選挙（市会・県会・知事）」です。 
あなたの大切な1票、必ず投票しましょう！！ 


